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(57)【要約】
　液晶表示装置において、解像度を維持しつつ狭額縁化
を実現すること。
　複数の走査信号線と、複数の映像信号線により区画さ
れる複数の画素を有する画像表示領域と、前記画像表示
領域の前記走査信号線と平行な辺の少なくとも一方の側
に設けられた走査信号駆動回路と、前記画像表示領域の
前記映像信号線と平行な辺の少なくとも一方の側に設け
られ、前記走査回路と前記走査信号線を接続する複数の
走査接続線と、前記走査接続線と前記走査信号線の間に
介在するよう設けられ、選択信号に応じて、一の前記走
査接続線に対し、複数の前記走査信号線の中の一つを選
択的に短絡する選択回路と、前記選択回路に接続され、
前記接続回路に前記選択信号を伝達する選択信号線と、
を備えた液晶表示装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査信号線と、複数の映像信号線により区画される複数の画素を有する画像表示
領域と、
　前記画像表示領域の前記走査信号線と平行な辺の少なくとも一方の側に設けられた走査
信号駆動回路と、
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の少なくとも一方の側に設けられ、前記
走査信号駆動回路と前記走査信号線を接続する複数の走査接続線と、
　前記走査接続線と前記走査信号線の間に介在するよう設けられ、選択信号に応じて、一
の前記走査接続線に対し、複数の前記走査信号線の中の一つを選択的に短絡する選択回路
と、
　前記選択回路に接続され、前記接続回路に前記選択信号を伝達する選択信号線と、
　を備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　前記選択回路は、一の前記走査接続線と複数の前記走査信号線をＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆ
ｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を介して接続するものであり、前記ＴＦＴは複数の前記
走査信号線のそれぞれに対し設けられ、前記選択信号線は、前記ＴＦＴのゲート電極に接
続される請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記選択回路は、前記走査接続線と前記画像表示領域の間に、前記映像信号線と平行に
設けられる請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の他方の側に設けられ、前記選択信号に
応じて、前記走査信号線を選択解除信号線に選択的に短絡する選択解除回路を備えた請求
項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記選択解除回路は、前記選択解除信号線と複数の前記走査信号線をＴＦＴを介して接
続するものであり、前記ＴＦＴは前記走査信号線のそれぞれに対し設けられ、前記選択信
号線は、前記ＴＦＴのゲート電極に接続される請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の一方の側に、前記選択回路と前記選択
解除回路が設けられ、
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の他方の側であって、前記一方の側に配
置された前記選択回路と対向する位置に前記選択解除回路が設けられ、前記一方の側に配
置された前記選択解除回路と対向する位置に前記選択回路が設けられた
　請求項４又は５記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の一方の側に、複数の前記選択回路と複
数の前記選択解除回路とが交互に設けられ、
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の他方の側であって、前記一方の側に配
置された前記選択回路と対向する位置に前記選択解除回路が設けられ、前記一方の側に配
置された前記選択解除回路と対向する位置に前記選択回路が設けられた
　請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記走査信号線はｎ個（ｎは２以上の自然数）の群に分割され、
　前記走査接続線の本数は前記走査信号線の本数の１／ｎであり、
　前記選択信号は、前記ｎ個の群のうち、ｍ番目の群を選択する信号であり、
　前記選択回路は前記走査接続線をｍ番目の群に属する前記走査信号線に短絡し、
　前記選択解除回路は前記選択解除信号線をｍ－１番目の群に属する前記走査信号線に短
絡する請求項４乃至７のいずれかに記載の液晶表示装置。
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　ただし、ｍ－１が０である場合には、前記選択解除回路は前記選択解除信号線をｎ番目
の群に属する前記走査信号線に短絡するものとする。
【請求項９】
　平面視において、前記走査接続線及び前記選択回路と重畳する位置に、アレイ基板とカ
ラーフィルタ基板を貼り合わせるシール材が設けられる請求項１乃至８のいずれかに記載
の液晶表示装置。
【請求項１０】
　各々の前記選択信号線に前記選択信号を供給する供給開始タイミングが、各々の前記選
択信号線に対応する前記画素に前記映像信号線を介して画素値に対応する信号電圧を供給
する供給開始タイミングよりも早い、
　請求項１乃至９のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記選択回路と前記選択信号線との間に介在する絶縁膜を備え、
　前記選択回路と前記選択信号線とが平面視において重複し、前記絶縁膜に形成されたホ
ールを通じて互いに接続される、
　請求項１乃至１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記走査信号駆動回路から相対的に遠い前記走査信号線に接続される前記走査接続線の
幅は、前記走査信号駆動回路に相対的に近い前記走査信号線に接続される前記走査接続線
の幅よりも大きい、
　請求項１乃至１１のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記画像表示領域に画像を表示しない非表示期間中に、前記選択回路に対し、前記選択
信号とは逆の極性の電圧を印加する逆電圧印加回路を備える、
　請求項１乃至１２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記選択回路は、前記選択信号により複数の前記選択信号線の中の一つが選択される選
択期間中に、各々の前記走査接続線に対し、複数の前記走査信号線の中の一つを選択的に
短絡する、
　請求項１乃至１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記走査信号駆動回路は、前記選択信号により複数の前記選択信号線の中の一つが選択
される選択期間中に、複数の前記走査接続線に対し、パルス信号を順番に出力する、
　請求項１４記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側に、前記走査接続線、前記選
択回路及び前記選択信号線がそれぞれ配置され、
　前記走査信号線の両方の端部に前記走査接続線が接続される、
　請求項１５記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側にそれぞれ配置される前記選
択回路に対し、前記選択信号が択一的に供給される、
　請求項１６記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側にそれぞれ配置される前記選
択回路のうち、前記選択信号が供給されない前記選択回路に対し、前記選択信号とは逆の
極性の電圧を印加する逆電圧印加回路を備える、
　請求項１７記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置においては、多数の画素が配置され、画像を形成し表示する領域
である画像表示領域の外側に、各画素に対応して形成されるＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ
　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）のゲートに接続される走査信号線に、ＴＦＴのオン／オフを制
御するための信号を印加する駆動回路が設けられる。例えば、特許文献１には、表示領域
の左右両側にＴＦＴによって構成された駆動回路を配置した液晶表示装置が記載されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－３２６０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶表示装置では、画像表示領域の画素数を増大することを求める高解像度化の要求と
、画像表示領域の外側の領域をより小さくすることを求める狭額縁化の要求がある。
【０００５】
　ここで、前述の特許文献１の液晶表示装置のように表示装置の外側に走査信号線の駆動
回路を設けた場合、駆動回路を構成する材料の制限により、かかる駆動回路をある限度を
超えて小型化することはできない。このことは、駆動回路を構成する材料がアモルファス
シリコン等電子移動度の比較的小さい材料である場合に顕著である。そのため、表示装置
の外側に走査信号線の駆動回路を設ける構成では狭額縁化に限界があり、既存の技術にお
ける額縁幅をさらに縮小することは難しい。
【０００６】
　さりとて、走査信号線を個別に電気伝導度の大きい材料、例えば金属による配線により
集積回路と接続しようとすると、画像表示領域の高解像度化のため、接続すべき走査信号
線の数が非常に多数となり、かかる配線を配置する領域が大きくなってしまうため、やは
り既存の技術における額縁幅を縮小することは困難である。
【０００７】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、液晶表示装置におい
て、解像度を維持しつつ狭額縁化を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本出願において開示される発明は種々の側面を有しており、それら側面の代表的なもの
の概要は以下のとおりである。
【０００９】
　（１）複数の走査信号線と、複数の映像信号線により区画される複数の画素を有する画
像表示領域と、前記画像表示領域の前記走査信号線と平行な辺の少なくとも一方の側に設
けられた走査信号駆動回路と、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の少なくと
も一方の側に設けられ、前記走査信号駆動回路と前記走査信号線を接続する複数の走査接
続線と、前記走査接続線と前記走査信号線の間に介在するよう設けられ、選択信号に応じ
て、一の前記走査接続線に対し、複数の前記走査信号線の中の一つを選択的に短絡する選
択回路と、前記選択回路に接続され、前記接続回路に前記選択信号を伝達する選択信号線
と、を備えた液晶表示装置。
【００１０】



(5) JP WO2013/179537 A1 2013.12.5

10

20

30

40

50

　（２）（１）において、前記選択回路は、一の前記走査接続線と複数の前記走査信号線
をＴＦＴを介して接続するものであり、前記ＴＦＴは複数の前記走査信号線のそれぞれに
対し設けられ、前記選択信号線は、前記ＴＦＴのゲート電極に接続される液晶表示装置。
【００１１】
　（３）（１）又は（２）において、前記選択回路は、前記走査接続線と前記画像表示領
域の間に、前記映像信号線と平行に設けられる液晶表示装置。
【００１２】
　（４）（１）乃至（３）のいずれかにおいて、前記画像表示領域の前記映像信号線と平
行な辺の他方の側に設けられ、前記選択信号に応じて、前記走査信号線を選択解除信号線
に選択的に短絡する選択解除回路を備えた液晶表示装置。
【００１３】
　（５）（４）において、前記選択解除回路は、前記選択解除信号線と複数の前記走査信
号線をＴＦＴを介して接続するものであり、前記ＴＦＴは前記走査信号線のそれぞれに対
し設けられ、前記選択信号線は、前記ＴＦＴのゲート電極に接続される液晶表示装置。
【００１４】
　（６）（４）又は（５）において、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の一
方の側に、前記選択回路と前記選択解除回路が設けられ、前記画像表示領域の前記映像信
号線と平行な辺の他方の側であって、前記一方の側に配置された前記選択回路と対向する
位置に前記選択解除回路が設けられ、前記一方の側に配置された前記選択解除回路と対向
する位置に前記選択回路が設けられた液晶表示装置。
【００１５】
　（７）（６）において、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行な辺の一方の側に、
複数の前記選択回路と複数の前記選択解除回路とが交互に設けられ、前記画像表示領域の
前記映像信号線と平行な辺の他方の側であって、前記一方の側に配置された前記選択回路
と対向する位置に前記選択解除回路が設けられ、前記一方の側に配置された前記選択解除
回路と対向する位置に前記選択回路が設けられた液晶表示装置。
【００１６】
　（８）（４）乃至（７）のいずれかにおいて、前記走査信号線はｎ個（ｎは２以上の自
然数）の群に分割され、前記走査接続線の本数は前記走査信号線の本数の１／ｎであり、
前記選択信号は、前記ｎ個の群のうち、ｍ番目の群を選択する信号であり、前記選択回路
は前記走査接続線をｍ番目の群に属する前記走査信号線に短絡し、前記選択解除回路は前
記選択解除信号線をｍ－１番目の群に属する前記走査信号線に短絡する液晶表示装置。た
だし、ｍ－１が０である場合には、前記選択解除回路は前記選択解除信号線をｎ番目の群
に属する前記走査信号線に短絡するものとする。
【００１７】
　（９）（１）乃至（８）のいずれかにおいて、平面視において、前記走査接続線及び前
記選択回路と重畳する位置に、アレイ基板とカラーフィルタ基板を貼り合わせるシール材
が設けられる液晶表示装置。
【００１８】
　（１０）（１）乃至（９）のいずれかにおいて、各々の前記選択信号線に前記選択信号
を供給する供給開始タイミングが、各々の前記選択信号線に対応する前記画素に前記映像
信号線を介して画素値に対応する信号電圧を供給する供給開始タイミングよりも早い液晶
表示装置。
【００１９】
　（１１）（１）乃至（１０）のいずれかにおいて、前記選択回路と前記選択信号線との
間に介在する絶縁膜を備え、前記選択回路と前記選択信号線とが平面視において重複し、
前記絶縁膜に形成されたホールを通じて互いに接続される液晶表示装置。
【００２０】
　（１２）（１）乃至（１１）のいずれかにおいて、前記走査信号駆動回路から相対的に
遠い前記走査信号線に接続される前記走査接続線の幅は、前記走査信号駆動回路に相対的
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に近い前記走査信号線に接続される前記走査接続線の幅よりも大きい液晶表示装置。
【００２１】
　（１３）（１）乃至（１２）のいずれかにおいて、前記画像表示領域に画像を表示しな
い非表示期間中に、前記選択回路に対し、前記選択信号とは逆の極性の電圧を印加する逆
電圧印加回路を備える液晶表示装置。
【００２２】
　（１４）（１）乃至（１３）のいずれかにおいて、前記選択回路は、前記選択信号によ
り複数の前記選択信号線の中の一つが選択される選択期間中に、各々の前記走査接続線に
対し、複数の前記走査信号線の中の一つを選択的に短絡する液晶表示装置。
【００２３】
　（１５）（１４）において、前記走査信号駆動回路は、前記選択信号により複数の前記
選択信号線の中の一つが選択される選択期間中に、複数の前記走査接続線に対し、パルス
信号を順番に出力する液晶表示装置。
【００２４】
　（１６）（１５）において、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側
に、前記走査接続線、前記選択回路及び前記選択信号線がそれぞれ配置され、前記走査信
号線の両方の端部に前記走査接続線が接続される液晶表示装置。
【００２５】
　（１７）（１６）において、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側
にそれぞれ配置される前記選択回路に対し、前記選択信号が択一的に供給される液晶表示
装置。
【００２６】
　（１８）（１７）において、前記画像表示領域の前記映像信号線と平行の辺の両方の側
にそれぞれ配置される前記選択回路のうち、前記選択信号が供給されない前記選択回路に
対し、前記選択信号とは逆の極性の電圧を印加する逆電圧印加回路を備える液晶表示装置
。
【発明の効果】
【００２７】
　上記本発明の各々の側面によれば、解像度を維持しつつ、狭額縁化を実現することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１Ａ】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の外観斜視図である。
【図１Ｂ】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置の外観斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係る液晶表示装置のアレイ基板上に形成された回路の構成を
示す図である。
【図３】画像形成領域に形成される画素の一つを回路図により示した図である。
【図４】図２の選択回路と選択解除回路の回路図である。
【図５】図４に示した走査接続線及び選択信号線に印加される信号を示すタイムチャート
である。
【図６】アレイ基板上に形成された選択回路の一部分及びその周辺部の拡大平面図である
。
【図７】図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線による液晶表示装置の部分断面図である。
【図８】図６のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線による液晶表示装置の部分断面図である。
【図９】走査接続線をより密に配置した変形例を示す液晶表示装置の部分断面図である。
【図１０】走査接続線をより密に配置した別の変形例を示す液晶表示装置の部分断面図で
ある。
【図１１】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置のアレイ基板上に形成された回路の
構成を示す図である。
【図１２】図１１の選択回路と選択解除回路の回路図である。
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【図１３】図１２に示した走査接続線及び選択信号線に印加される信号を示すタイムチャ
ートである。
【図１４】アレイ基板上に形成された選択回路の一部分及びその周辺部を概略的に表す平
面図である。
【図１５】図１４の要部拡大図である。
【図１６】図１５のＸＶＩ－ＸＶＩ線による液晶表示装置の部分断面図である。
【図１７】走査接続線の変形例を概略的に示す図である。
【図１８】逆電圧を印加する時期を説明するための図である。
【図１９】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置のアレイ基板上に形成された回路の
構成を示す図である。
【図２０】図１９に示した選択回路の回路図である。
【図２１】図１９及び図２０に示した走査接続線及び選択信号線に印加される信号を示す
タイムチャートである。
【図２２】図１９及び図２０に示した選択回路の動作時期を説明するタイムチャートであ
る。
【図２３】アレイ基板上に形成された選択回路の一部分及びその周辺部を概略的に表す平
面図である。
【図２４】図２３のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線による液晶表示装置の部分断面図である。
【図２５】図２３のＸＸＶ－ＸＸＶ線による液晶表示装置の部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照しつつ説明する。
【００３０】
　図１Ａは、本発明の実施形態に係る液晶表示装置１の外観斜視図である。液晶表示装置
１は、アレイ基板２とカラーフィルタ基板３の間に数マイクロメートル程度の厚みの液晶
材料を挟み込んだ構造であり、カラーフィルタ基板３の外周に沿って設けられるシール材
により、アレイ基板２とカラーフィルタ基板３が接着されるとともに、液晶材料が漏れ出
ることが無いよう封止される。
【００３１】
　アレイ基板２は、その前面に多数のスイッチング素子や画素電極を格子状に形成したガ
ラス基板であり、スイッチング素子としてＴＦＴを用いている場合には、ＴＦＴ基板とも
呼ばれる。アレイ基板２は、図示のようにカラーフィルタ基板３より外形が大きく、その
少なくとも一辺がカラーフィルタ基板３から飛び出していることにより、前面が露出して
いる。アレイ基板２の前面の露出部分には、多数のスイッチング素子のオン／オフや、各
画素電極に印加される映像信号の制御を行う制御回路であるドライバＩＣ２１が実装され
ているとともに、液晶表示装置１を例えばＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　
Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）等により外部の機器と電気的に接続するための接続端子２２が形成さ
れている。
【００３２】
　カラーフィルタ基板３は、液晶表示装置１が画像を形成する際の単位となる画素毎に赤
、緑、青に塗り分けられた色付き薄膜が形成されたガラス基板であり、かかる色付き薄膜
はアレイ基板２に形成された画素電極に対応する位置に設けられる。
【００３３】
　また、アレイ基板２の背面及びカラーフィルタ基板３の前面には、偏光フィルム４が貼
り付けられる。
【００３４】
　また、図１Ｂに示されるように、アレイ基板２の前面の露出部分、図示の例ではアレイ
基板２の短辺が張り出した部分に、走査信号駆動回路２１１を含むドライバＩＣと、映像
信号駆動回路２１２を含むドライバＩＣと、が個別に設けられてもよい。図示の例では、
アレイ基板２の短辺が張り出した部分のうち、短辺に平行な方向の中央部に映像信号駆動
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回路２１２が設けられており、短辺に平行な方向の両端部に走査信号駆動回路２１１がそ
れぞれ設けられている。走査信号駆動回路２１１と映像信号駆動回路２１２とがアレイ基
板２の短辺が張り出した部分に集められることで、アレイ基板２の長辺の額縁幅を狭小化
することが可能である。
【００３５】
　なお、以上示した実施形態では、液晶表示装置１は、いわゆる透過型であり、アレイ基
板２及びカラーフィルタ基板３はガラス等の透明基板であるが、反射型とする場合には、
必ずしも透明である必要はなく、その材質もガラスに限定されない。また、ここで示した
実施形態では、液晶表示装置１はフルカラー表示が可能なものであるため、カラーフィル
タ基板３には赤、緑及び青の色付き薄膜が設けられているが、この色の組み合わせは異な
るものとしてもよく、また、液晶表示装置１をモノクロ表示のものとして色付き薄膜を単
色のものとし、あるいは省略してもよい。
【００３６】
　図２は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置１のアレイ基板２上に形成された回路の
構成を示す図である。
【００３７】
　アレイ基板２上には、多数の画素が格子状に配置された矩形の画像表示領域５が形成さ
れている。なお、画像表示領域５の解像度や、左右方向及び上下方向の長さは、液晶表示
装置１の用途に応じて定められる。本実施形態で例示する液晶表示装置１は縦長形状（左
右方向の長さが上下方向の長さより短い）であるが、これは、液晶表示装置１がいわゆる
スマートホン等の携帯情報端末向けの表示装置としての用途を想定しているためであり、
用途によっては、画像表示領域５が横長形状（左右方向の長さが上下方向の長さより長い
）であっても、左右方向と上下方向の長さが等しくともよい。
【００３８】
　アレイ基板２上には、画像表示領域５を貫くように複数の走査信号線Ｘと複数の映像信
号線Ｙが形成されている。走査信号線Ｘと映像信号線Ｙは互いに直交しており、画像表示
領域５を格子状に区画する。そして隣接する２つの走査信号線Ｘと隣接する２つの映像信
号線Ｙによって囲まれた領域が１つの画素となっている。
【００３９】
　図３は、画像表示領域５に形成される画素の一つを回路図により示した図である。図中
に示した、走査信号線Ｘｎ及びＸｎ＋１並びに映像信号線Ｙｎ及びＹｎ＋１に囲まれた領
域が一つの画素となっている。ここで注目する画素は、映像信号線Ｙｎ及び走査信号線Ｘ
ｎにより駆動されるものとする。各画素には、ＴＦＴ５１が設けられている。ＴＦＴ５１
は走査信号線Ｘｎから入力される走査信号によってオン状態となる。映像信号線Ｙｎは当
該画素の画素電極５２に、オン状態のＴＦＴ５１を介して電圧（各画素の階調値を表す信
号）を加える。
【００４０】
　また、画素電極５２に対応して、アレイ基板２とカラーフィルタ基板３間に挟まれて封
入されている液晶層を介して容量を形成するように共通電極５３が形成されている。共通
電極５３は、共通電位に電気的に接続される。そのため、画素電極５２に印加された電圧
に応じて、画素電極５２と共通電極５３の間の電界が変化し、それにより液晶層中の液晶
の配向状態が変化し、画像表示領域５を透過する光線の偏光状態を制御する。この液晶層
により制御される偏光方向と、アレイ基板２とカラーフィルタ基板３に貼り付けられた偏
光フィルム４の偏光方向との関係により、液晶表示装置１を透過する光線の透過率が決ま
り、各画素は光の透過率を制御する素子として機能する。そして、各画素の光の透過率を
入力された画像データに応じて制御することにより画像が表示される。従って、液晶表示
装置１において、画素が形成されている領域が、画像が表示される画像表示領域５となる
。
【００４１】
　なお、共通電極５３が形成される基板は、液晶の駆動方式により異なっており、例えば
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ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）と呼ばれる方式であればアレイ基板２
に、また、例えばＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅ
ｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）と呼ばれる方式であればカラーフィルタ基板３に共通電極が形成さ
れる。本発明において、液晶の駆動方式は特段限定されないが、本実施形態においては、
ＩＰＳ方式を用いるものとする。
【００４２】
　図２に戻り、画像表示領域５の走査信号線Ｘと平行な辺の少なくとも一方の側、図示の
例では画像表示領域の上側に走査信号駆動回路２１１と映像信号駆動回路２１２を含むド
ライバＩＣ２１が設けられる。ドライバＩＣ２１には、外部機器より電源電圧、接地電圧
、タイミング信号や映像信号等の各種信号が入力される。なお、本実施形態では、共通電
位は接地電位であるが、必ずしもこれに限定するものではない。
【００４３】
　走査信号駆動回路２１１は複数の走査接続線６１により、選択回路６を介在して走査信
号線Ｘと接続される。また、走査信号駆動回路２１１からは、適宜の本数の選択信号線６
２が伸びており、選択回路６に接続される。走査信号駆動回路２１１は外部機器から入力
されるタイミング信号に応じたタイミングにより走査接続線６１を順番に選択し、選択し
た走査接続線６１にＴＦＴ５１（図３参照）をオンとする電圧（以降、オン電圧という。
）を印加する。また、選択信号線６２についても同様であり、外部機器から入力されるタ
イミング信号に応じたタイミングにより選択信号を順番に選択し、選択した選択信号線６
２にオン電圧を印加する。この選択信号線６２に印加されるオン電圧は、後述する選択信
号である。選択回路６は、これら走査接続線６１及び選択信号線６２に印加されるオン電
圧に基いて、走査信号線Ｘに順番にオン電圧を印加するものであり、走査信号線Ｘに電圧
が印加されると、当該走査信号線Ｘに接続されたＴＦＴ１４がオン状態となる。
【００４４】
　また、選択解除回路７は、選択回路６と同様に走査信号線Ｘ及び選択信号線６２に接続
され、且つ選択解除信号線７１に接続される。選択解除信号線７１には、ＴＦＴ５１（図
３参照）をオフとする電圧（以降、オフ電圧という。）が印加されており、選択解除回路
７は、選択信号線６２から入力される選択信号に応じたタイミングにより走査信号線Ｘに
オフ電圧を印加することにより、当該走査信号線Ｘに接続されたＴＦＴ１４をオフ状態と
する。なお、本実施形態では、オフ電圧の電位は、共通電位（すなわち、接地電位）であ
る。
【００４５】
　また、走査接続線６１は、画像表示領域５の映像信号線Ｙと平行な辺（図示の例では、
左右の辺）の少なくとも一方、本実施形態では両方の側に設けられる。ここでは、走査接
続線６１は、走査信号駆動回路２１１から画像表示領域５の左右方向外側の領域に一端延
び出し、それから映像信号線Ｙと平行に画像表示領域５の左右の辺の外側を通り、選択回
路６に接続されるように配置される。選択回路６及び選択解除回路７は、走査接続線６１
と画像表示領域５の間に、映像信号線Ｙと平行に長細く延びるように配置される。
【００４６】
　また、映像信号駆動回路２１２は映像信号線Ｙに接続されている。映像信号駆動回路２
１２は走査信号駆動回路２１１及び選択回路６による走査信号線Ｘの選択に合わせて、当
該選択された走査信号線Ｘに接続されるＴＦＴ５１のそれぞれに、各画素の階調値を表す
映像信号に応じた電圧を印加する。
【００４７】
　以上の構成において、走査信号線Ｘ、映像信号線Ｙの本数は、画像表示領域５の解像度
に依存し、本実施形態において、画像表示領域の解像度がいわゆるＨＤ７２０ｐであると
すると、走査信号線Ｘは１２８０本、映像信号線Ｙは７２０×３＝２１６０本存在するこ
とになる。これに対し、走査接続線６１の本数は走査信号線Ｘの本数より少なく、本実施
形態では走査信号線Ｘの１／４である３２０本である。また、選択信号線６２は左右４本
ずつの合計８本が設けられ、選択解除信号線７１は左右１本ずつの合計２本が設けられて
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いる。
【００４８】
　選択回路６の回路の詳細は後述するが、ここで、選択回路６の意義を簡単に説明する。
選択回路６は、走査接続線６１と走査信号線Ｘとの間に介在し、１本の走査接続線６１に
対し複数の走査信号線Ｘを選択信号に応じて選択的に短絡するものである。本実施形態の
場合、一本の走査接続線６１に対し、４本の走査信号線Ｘが対応付けられており、それら
４本の走査信号線Ｘのいずれを選択するかは、４本の選択信号線６２のいずれにオン電圧
が印加されるかにより決定されるようになっている。このことは、換言するならば、選択
回路６は、走査信号線Ｘをどの選択信号線６２に関連付けるかにより４個の群に分割し、
これら群のいずれかを選択する選択信号により、走査接続線６１を当該群に属する走査信
号線Ｘに短絡する回路であるということでもある。これにより、走査接続線６１の本数は
走査信号線Ｘを４つの群に分割した結果、１／４の本数でよいことになる。
【００４９】
　なお、走査信号線Ｘの分割数は４に限定されず、任意のものであってよい。より一般的
に述べると、走査信号線Ｘをｎ個（ｎは２以上の自然数）の群に分割した場合に最も合理
的に構成すれば、走査接続線６１の本数は走査信号線Ｘの本数の１／ｎとなる。そして、
選択信号線６２及び選択解除信号線７１の本数は少ないため、画像表示領域５の左右方向
外側の領域に配置すべき信号線、すなわち、走査接続線６１、選択信号線６２及び選択解
除信号線７１の合計の本数は大幅に減少する。このことにより、特に画像表示領域５の左
右方向外側の領域に必要な幅が小さなものとなるから、液晶表示装置１の狭額縁化が達成
される。
【００５０】
　また、図２に示した例では、選択回路６と選択解除回路７は、それぞれ画像表示領域５
の左右両側に設けられている（すなわち、画像表示領域５の図中上半分の領域では、画像
表示領域５の左側に選択回路６が設けられ、右側に選択解除回路７が設けられており、画
像表示領域５の図中下半分の領域では、画像表示領域５の右側に選択回路６が設けられ、
左側に選択解除回路７が設けられている）が、これは選択回路６に接続される走査接続線
６１の本数を左右で均等にするためであり、この例では、左右それぞれに設けられる走査
接続線の本数は１６０本ずつとなっている。この構成は、画像表示領域５の左右の額縁の
幅を均等にするためのものであり、左右の額縁の幅が不均等でよければ、選択回路６を画
像表示領域５の左側のみ（又は右側のみ）に設け、選択解除回路７をその反対側のみに設
けるようにしても差し支えない。
【００５１】
　図４は、図２の選択回路６と選択解除回路７の回路図である。図４では、図２の画像表
示領域５の上半分に相当する領域を示している。画像表示領域５の下半分に相当する領域
は、選択回路６と選択解除回路７の配置が左右で反転するのみであり、他の構成は上半分
のものと同様であるから、その図示及び説明は省略する。
【００５２】
　図４の中央部には、走査信号線Ｘのうち、画像表示領域５の上半分にあたるものが示さ
れている。本実施形態では、走査信号線Ｘの本数は１２８０本であるから、上半分には６
４０本の走査信号線Ｘが含まれることになる。同図では、この走査信号線Ｘを走査される
順にＸ１～Ｘ６４０と番号を付けて示している。また、選択回路６及び選択解除回路７に
は、それぞれ４本の選択信号線６２が接続されている。各々の選択信号線６２には、６２
－１～６２－４と番号を付けて示した。さらに、選択回路６には、走査接続線６１が接続
されている。走査接続線６１の本数はここでは走査信号線Ｘの１／４となるので、図中示
される走査接続線は１６０本となり、これらを６１－１～６１－１６０と番号を付けて示
した。最後に、選択解除回路７には、選択解除信号線７１が接続される。
【００５３】
　選択回路６内には、走査信号線Ｘ１乃至６４０にそれぞれ対応して、ＴＦＴ６３が設け
られている。ここで、走査接続線６１－１に注目すると、走査接続線６１－１には、それ
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ぞれＴＦＴ６３を介してＸ１乃至Ｘ４の４本の走査信号線Ｘが接続されており、また、４
つのＴＦＴ６３のゲートはそれぞれ別の選択信号線６２－１乃至６２－４に接続されてい
る。この構成によれば、選択信号線６２－１乃至６２－４のいずれか一本にオン電圧を印
加することにより、走査接続線６１－１は走査信号線Ｘ１乃至４のいずれか一本と短絡さ
れる。ＴＦＴ６３と選択信号線６２の対応関係は、走査信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ６
３は選択信号線６２－１に接続され、走査信号線Ｘ２に接続されるＴＦＴ６３は選択信号
線６２－２に接続され、走査信号線Ｘ３に接続されるＴＦＴ６３は選択信号線６２－３に
接続され、走査信号線Ｘ４に接続されるＴＦＴ６３は選択信号線６２－４に接続されるよ
うになっている。そして、次の走査信号線Ｘ５に接続されるＴＦＴ６３はまた選択信号線
６２－１に接続され、以下同様に繰り返す。その結果、走査接続線６２－２乃至６２－１
６０についても、同様の構成となっており、図示のように、走査接続線６２－１６０は、
４つのＴＦＴ６３を介してそれぞれ走査信号線Ｘ６３７乃至Ｘ６４０に接続される。
【００５４】
　選択解除回路７内にも同様に、走査信号線Ｘ１乃至Ｘ６４０にそれぞれ対応してＴＦＴ
７２が設けられ、全ての走査信号線ＸはＴＦＴ７２を介して選択解除信号線７１に接続さ
れる。ＴＦＴ７２のゲートは選択信号線６２－１乃至６２－４のいずれかに接続されてい
る。ＴＦＴ７２と選択信号線６２の対応関係は、選択回路６の場合と異なっており、走査
信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ７２は選択信号線６２－２に接続され、走査信号線Ｘ２に
接続されるＴＦＴ７２は選択信号線６２－３に接続され、走査信号線Ｘ３に接続されるＴ
ＦＴ７２は選択信号線６２－４に接続され、走査信号線Ｘ４に接続されるＴＦＴ７２は選
択信号線６２－１に接続され、以下同様に繰り返す。
【００５５】
　以上の構成では、走査信号線Ｘ１乃至Ｘ６４０は、ＴＦＴ６３を介して対応づけられる
選択信号線６２－１乃至６２－４にそれぞれ対応する４つの群に区分されることとなる。
そして、選択信号線６２に選択信号を入力する、すなわち、選択信号線６２－１乃至６２
－４のいずれか一本にオン電圧を印加することにより、いずれか１つの群が選択され、当
該群に属する走査信号線Ｘが走査接続線６１と接続されることになる。また、任意の一本
の走査接続線６１は、異なる群に属する走査信号線Ｘのうちの一本ずつとそれぞれＴＦＴ
６３を介して接続されることとなる。
【００５６】
　図５は、図４に示した走査接続線６１及び選択信号線６２に印加される信号を示すタイ
ムチャートである。図中では、画像表示領域５の上半分の走査信号線Ｘを走査する期間と
して、１／２走査期間を示している。
【００５７】
　図４を参照しつつ説明すると、まず、時刻ｔ０において、走査接続線６１－１及び選択
信号線６２－１にオン電圧が印加され、他の走査接続線１６及び選択信号線６２はオフ電
圧とされる。この結果、選択回路６側では、走査信号線Ｘ１、Ｘ５、…、Ｘ６３３、Ｘ６
３７に接続されるＴＦＴ６３がオンとなるが、このうち走査接続線６１－１に接続される
ものは走査信号線Ｘ１のみであるから、走査信号線Ｘ１にオン電圧が入力され、かかる走
査信号線Ｘ１に接続される画素中のＴＦＴ５１（図３参照）がオンとなる。このとき、選
択解除回路７側では、走査信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ７２はオフとなっている。
【００５８】
　続いて時刻ｔ１では、走査接続線６１－１に印加される電圧はオン電圧が維持され、選
択信号線６２－１にはオフ電圧が、選択信号線６２－２にはオン電圧が印加される。この
結果、走査信号線Ｘ２にオン電圧が入力される。このとき、選択解除回路７側では、走査
信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ７２がオンとされるため、走査信号線Ｘ１は選択解除信号
線７１に短絡される。選択解除信号線の電圧はオフ電圧であるから、かかる走査信号線Ｘ
１に接続される画素中のＴＦＴ５１（図３参照）はオフとなる。同様に、時刻ｔ２では選
択信号線６２－３にオン電圧が、時刻ｔ３では選択信号線６２－４にオン電圧が順に印加
され、走査信号線Ｘ３、Ｘ４に順にオン電圧が印加される。同時に、走査信号線Ｘ２、Ｘ
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３は順にオフ電圧とされる。
【００５９】
　さらに、時刻ｔ５では、走査接続線６１－１にオフ電圧が、走査接続線６１－２にオン
電圧が印加され、選択信号線６２－１に再びオン電圧が印加される。これにより、走査信
号線Ｘ５にオン電圧が印加され、走査信号線Ｘ４はオフ電圧とされる。この動作を、走査
接続線６１－１６０まで同様に繰り返すことにより、走査信号線Ｘ１乃至Ｘ６４０に順に
オン電圧が印加され、走査がなされる。
【００６０】
　以上の動作は、走査信号線Ｘを４つの群に分割した時のものであるが、これを一般化し
、ｎ個の群に分割したものについて述べると、選択信号として、ｍ番目の群を選択する信
号が与えられたときに、選択回路６は走査接続線６１をｍ番目の群に属する走査信号線Ｘ
に短絡し、選択解除回路７は選択解除信号線７１をｍ－１番目の群に属する走査信号線Ｘ
に短絡するものといえる。ただし、ここでｍが１の場合には、ｍ－１が０となってしまう
ので、この場合はｎ番目の群に属する走査信号線Ｘを選択する。
【００６１】
　図６は、アレイ基板２上に形成された選択回路６の一部分及びその周辺部の拡大平面図
である。同図に示した各部材は、アレイ基板２の表面に公知の半導体製造プロセスを用い
てゲート電極６３３、ゲート絶縁膜６３５、半導体層６３４、ソース電極６３１、ドレイ
ン電極６３２等を積層することにより形成され、適宜互いに重なり合うように配置される
が、同図では、互いの位置関係を明らかとするため重なり合う部分についてもその外形を
示している。
【００６２】
　図６に示された部分は、図４の選択回路６の上部であり、走査信号線Ｘ１乃至Ｘ５が部
分的に示されている。走査信号線Ｘ１乃至Ｘ５の左端の部分は、櫛歯状の形状となってお
り、ＴＦＴ６３のドレイン電極６３２（又はゲート電極）となっている。そして、ドレイ
ン電極６３２と互い違いに組み合わされるように（すなわち、インタリーブ状に）櫛歯状
の形状のソース電極６３１（又はドレイン電極）が配置される。ソース電極６３１とドレ
イン電極６３２が配置される領域の下層には、ゲート電極６３３が設けられている。なお
、ソース電極６３１とドレイン電極６３２がそれぞれ櫛歯状の形状とされ、互い違いに組
み合わされるように配置されている理由は、ソース電極６３１とドレイン電極６３２が向
き合う部分を長くし、両電極間の抵抗を低減するためである。
【００６３】
　また、走査信号線Ｘ１乃至Ｘ４と接続されるＴＦＴ６３のソース電極６３１は一つにま
とめられ、走査接続線６１－１とスルーホールにより接続される。一方、走査信号線Ｘ１
と接続されるＴＦＴ６３のゲート電極６３３は選択信号線６２－１にスルーホールにより
接続され、走査信号線Ｘ２乃至Ｘ４と接続されるＴＦＴ６３のゲート電極６３３はスルー
ホールによりそれぞれ選択信号線６２－２乃至６２－４と個別に接続される。走査信号線
Ｘ５以降の構造については、ＴＦＴ６３のソース電極６３１が、走査接続線６１－２以降
のものに順に接続される他は同様である。
【００６４】
　図７は、図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線による液晶表示装置１の部分断面図である。アレイ基
板２の前面には、選択信号線６２、走査接続線６１及びゲート電極６３３、半導体層６３
４、ソース電極６３１が適宜絶縁層を介して配置される。また、ゲート電極６３３と半導
体層６３４間の絶縁層は、特にゲート絶縁膜６３５と呼ばれている。図示の断面図では、
走査接続線６１－１とソース電極６３１がスルーホールにより接続されている様子が示さ
れている。さらに、アレイ基板２の前面には、保護絶縁膜、平坦化膜や配向膜等の適宜の
機能膜２３が設けられ、対向して配置されるカラーフィルタ基板３の背面に形成された機
能膜３１との間に液晶層８が保持される。また、液晶層８を封止するとともに、アレイ基
板２とカラーフィルタ基板３とを接着するシール材９は、図示のように走査接続線６１及
び選択回路６と平面視において重なり合う位置に設けられる。この構造により、走査接続
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線６１及び選択回路６を有効に活用し狭額縁化が達成される。
【００６５】
　図８は、図６のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線による液晶表示装置１の部分断面図である。図示
の断面図では、選択信号線６２－４とゲート電極６３３がスルーホールにより接続されて
いる様子が示されている。
【００６６】
　ところで、図７及び図８に示した実施形態では、走査接続線６１は同一層に形成され、
隣接する走査接続線６１同士はプロセスルールに従い、互いに必要な間隔をあけて配置さ
れている。しかしながら、走査接続線６１を異なる層に形成することでプロセスルールを
変更することなく、走査接続線６１をより密に配置することが可能である。
【００６７】
　図９は、走査接続線６１をより密に配置した変形例を示す液晶表示装置１の部分断面図
である。同図は、図７と同じ位置の断面を示している。この変形例では、複数の走査接続
線６１を交互に異なる層に配置するとともに、平面視において、ある層において隣接する
走査接続線６１（例えば、走査接続線６１－１と６１－３）の間の隙間に他の層の走査接
続線６１（例示の場合では、走査接続線６１－２）が配置されるようになされている。こ
の構造では、限られた領域を有効に使用し、の走査接続線６１を密に配置することで狭額
縁化が達成される。
【００６８】
　図１０は、走査接続線６１をより密に配置した別の変形例を示す液晶表示装置１の部分
断面図である。同図もまた、図７と同じ位置の断面を示している。この変形例では、複数
の走査接続線６１を交互に異なる層に配置するとともに、平面視において、ある層に配置
される走査接続線６１（例えば、走査接続線６１－１）に対し、重なり合うように他の層
の走査接続線６１（例示の場合では、走査接続線６１－２）が配置されるようになされて
いる。この構造でも、限られた領域を有効に使用し、の走査接続線６１を密に配置するこ
とで狭額縁化が達成される。
【００６９】
　なお、走査接続線６１、選択信号線６２はその抵抗を小さいものとするため電気伝導度
の大きい材質とすることが好ましく、本実施形態及びその変形例の例では銅やアルミ等の
金属が用いられている。ここで、図９の変形例のように走査接続線６１を配置すると、走
査接続線６１が配置されている領域において、アレイ基板２側からの光線は遮光性の走査
接続線６１により遮られ、カラーフィルタ基板３側に透過しない。これに対し、図１０の
変形例のように走査接続線６１を配置すると、走査接続線６１が配置されている領域にお
いて、隣接する走査接続線６１同士の間には隙間があるため、アレイ基板２側からの光線
の一部は遮光性の走査接続線６１により遮られ、カラーフィルタ基板３側に透過する。こ
のことを利用すると、例えば、シール材９に紫外線硬化性樹脂等の光硬化樹脂を用いるこ
とができ、アレイ基板２側から紫外線等の適宜の光線を照射することによりシール材９を
硬化させることができる。
【００７０】
　図１１は、本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置１のアレイ基板２上に形成された
回路の構成を示す図である。図１２は、図１１の選択回路６と選択解除回路７の回路図で
ある。図１３は、図１２に示した走査接続線６１及び選択信号線６２に印加される信号を
示すタイムチャートである。
【００７１】
　図１１及び図１２に示されるように、本実施形態に係る液晶表示装置１では、画像表示
領域５の映像信号線Ｙと平行な辺（図示の例では、左右の辺）の両方の側に、複数の選択
回路６と複数の選択解除回路７とが交互に配置されている。複数の選択回路６と複数の選
択解除回路７とは、相互に対向するように配置されている。
【００７２】
　本実施形態において、走査接続線６１は左右１５本ずつ設けられ、選択信号線６２は左
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右６５本ずつ設けられ、選択解除信号線７１は左右１本ずつ設けられている。選択信号線
６２のＣＫ０～ＣＫ６４は、オン電圧が印加される順序を示している。また、選択回路６
の各ブロックには６４個のＴＦＴ６３が配置されており、１本の走査接続線６１には６４
本の走査信号線Ｘが対応付けられている。また、選択解除回路７の各ブロックには６４個
のＴＦＴ７２が配置されている。
【００７３】
　なお、選択信号線６２の数は、以下に説明する理由により、選択回路６の各ブロックに
含まれるＴＦＴ６３の数（すなわち、１本の走査接続線６１に対応付けられる走査信号線
Ｘの数）及び選択解除回路７の各ブロックに含まれるＴＦＴ７２の数よりも１つ多い。
【００７４】
　図１２に示されるように、選択回路６では、走査信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ６３が
選択信号線６２のＣＫ０に接続され、走査信号線Ｘ２に接続されるＴＦＴ６３が選択信号
線６２のＣＫ１に接続され、走査信号線Ｘ３に接続されるＴＦＴ６３が選択信号線６２の
ＣＫ２に接続され、走査信号線Ｘ６２に接続されるＴＦＴ６３が選択信号線６２のＣＫ６
１に接続され、走査信号線Ｘ６３に接続されるＴＦＴ６３が選択信号線６２のＣＫ６２に
接続され、走査信号線Ｘ６４に接続されるＴＦＴ６３が選択信号線６２のＣＫ６３に接続
されている。そして、次の走査信号線Ｘ６５に接続されるＴＦＴ６３はまた選択信号線６
２のＣＫ０に接続され、以下同様に繰り返す。すなわち、選択回路６では、選択信号線６
２のＣＫ６４に接続されるＴＦＴ６３が存在しない。
【００７５】
　他方、選択解除回路７では、走査信号線Ｘ１に接続されるＴＦＴ７２が選択信号線６２
のＣＫ２に接続され、走査信号線Ｘ２に接続されるＴＦＴ７２が選択信号線６２のＣＫ３
に接続され、走査信号線Ｘ６２に接続されるＴＦＴ７２が選択信号線６２のＣＫ６３に接
続され、走査信号線Ｘ６３に接続されるＴＦＴ７２が選択信号線６２のＣＫ６４に接続さ
れ、走査信号線Ｘ６４に接続されるＴＦＴ７２が選択信号線６２のＣＫ０に接続されてい
る。そして、次の走査信号線Ｘ６５に接続されるＴＦＴ７２はまた選択信号線６２のＣＫ
２に接続され、以下同様に繰り返す。すなわち、選択解除回路７では、選択信号線６２の
ＣＫ１に接続されるＴＦＴ７２が存在しない。
【００７６】
　図１３は、走査接続線６１に印加される信号と、選択信号線６２に印加される信号と、
映像信号線Ｙに印加される信号との関係を示すタイムチャートである。横軸は時間を表し
ており、縦軸は電圧を表している。同図では、１本の走査接続線６１にオン電圧が印加さ
れる期間、すなわち１本の走査接続線６１に対応する全ての走査信号線Ｘを走査する期間
を示している。
【００７７】
　本実施形態において、選択信号線６２は６５本あり、選択信号線６２のＣＫ０～ＣＫ６
４のそれぞれにオン電圧が順次印加される。選択信号線６２のＣＫ０～ＣＫ６４のそれぞ
れにオン電圧が印加される期間を１Ｈとするとき、走査接続線６１にオン電圧が印加され
る期間は６５Ｈである。
【００７８】
　また、走査接続線６１に対応する６４本の走査信号線Ｘに接続された各々の画素のＴＦ
Ｔ５１（図３参照）には、映像信号線Ｙを介して階調値に対応する電圧ｄ１～ｄ６４が順
次印加される。各々の電圧ｄ１～ｄ６４が印加される期間は１Ｈであり、電圧ｄ１～ｄ６
４が印加される合計の期間は６４Ｈである。
【００７９】
　走査接続線６１にオン電圧が印加される開始タイミング、及び選択信号線６２のＣＫ０
にオン電圧が印加される開始タイミングは、映像信号線Ｙに電圧ｄ１が印加される開始タ
イミングよりも１Ｈだけ早くなっている。このため、選択信号線６２のＣＫ１～ＣＫ６４
に印加されるオン電圧と、映像信号線Ｙに印加される電圧ｄ１～ｄ６４と、は番号が揃う
ように配列している。
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【００８０】
　図１２を参照しつつ走査信号線Ｘ１について説明すると、まず、選択信号線６２のＣＫ
０にオン電圧が印加されると、選択回路６において走査信号線Ｘ１に接続されたＴＦＴ６
３がオンとなり、その結果、走査信号線Ｘ１に接続された画素中のＴＦＴ５１（図３参照
）がオンとなる。次に、選択信号線６２のＣＫ１にオン電圧が印加される間、映像信号線
Ｙを介して当該ＴＦＴ５１に電圧ｄ１が印加される。その後、選択信号線６２のＣＫ２に
オン電圧が印加されると、選択解除回路７において走査信号線Ｘ１に接続されたＴＦＴ７
２がオンとなり、その結果、走査信号線Ｘ１は選択解除信号線７１に短絡される。
【００８１】
　走査信号線Ｘ２以降も同様であり、走査信号線Ｘ２について説明すると、まず、選択信
号線６２のＣＫ１にオン電圧が印加されると、選択回路６において走査信号線Ｘ２に接続
されたＴＦＴ６３がオンとなり、その結果、走査信号線Ｘ２に接続された画素中のＴＦＴ
５１がオンとなる。次に、選択信号線６２のＣＫ２にオン電圧が印加される間、映像信号
線Ｙを介して当該ＴＦＴ５１に電圧ｄ２が印加される。その後、選択信号線６２のＣＫ３
にオン電圧が印加されると、選択解除回路７において走査信号線Ｘ２に接続されたＴＦＴ
７２がオンとなり、その結果、走査信号線Ｘ２は選択解除信号線７１に短絡される。
【００８２】
　更に、走査信号線Ｘ６４について説明すると、まず、選択信号線６２のＣＫ６３にオン
電圧が印加されると、選択回路６において走査信号線Ｘ６４に接続されたＴＦＴ６３がオ
ンとなり、その結果、走査信号線Ｘ６４に接続された画素中のＴＦＴ５１がオンとなる。
次に、選択信号線６２のＣＫ６４にオン電圧が印加される間、映像信号線Ｙを介して当該
ＴＦＴ５１に電圧ｄ６４が印加される。その後、選択信号線６２のＣＫ０にオン電圧が印
加されると、選択解除回路７において走査信号線Ｘ６４に接続されたＴＦＴ７２がオンと
なり、その結果、走査信号線Ｘ６４は選択解除信号線７１に短絡される。
【００８３】
　より一般的に説明すると、選択回路６において走査信号線Ｘｎに接続されたＴＦＴ６３
がオンとなって、走査信号線Ｘｎに接続された画素中のＴＦＴ５１がオンとなるタイミン
グは、映像信号線Ｙを介して当該ＴＦＴ５１に電圧ｄｎが印加されるタイミングよりも１
Ｈ前である。すなわち、当該ＴＦＴ５１がオンとなる期間は、上記図４に示される実施形
態と比較して２倍の２Ｈとなる。これによると、画像表示領域５の高精細化に伴い、選択
信号線６２のそれぞれにオン電圧が印加される期間（１Ｈ）が短くなったとしても、画素
充電時間を十分に確保することが可能である。
【００８４】
　図１４は、アレイ基板２上に形成された選択回路６の一部分及びその周辺部を概略的に
表す平面図である。図１５は、図１４の要部拡大図である。図１６は、図１５のＸＶＩ－
ＸＶＩ線による部分断面図である。図１４において、ＷＦは額縁領域を表しており、ＳＬ
はシール領域を表している。
【００８５】
　本実施形態において、選択回路６と選択信号線６２とは平面視において重複している。
具体的には、画像表示領域５の映像信号線Ｙと平行な方向に延びる複数の選択信号線６２
が、同方向に並列する複数のＴＦＴ６３と平面視において重複している。選択信号線６２
はＴＦＴ６３の上方に配置されており、選択信号線６２とＴＦＴ６３との間には、保護膜
６５２と有機絶縁膜６５４とが介在している。また、選択信号線６２は、保護膜６５６に
よって覆われている。
【００８６】
　保護膜６５２，６５６は、ゲート絶縁膜６３５と同様に、シリコンナイトライド（Ｓｉ
Ｎ４）等からなる透明絶縁膜である。有機絶縁膜６５４は、アクリル樹脂等の有機材料か
らなる透明絶縁膜である。有機絶縁膜６５４は、保護膜６５２，６５６又はゲート絶縁膜
６３５よりも厚く、誘電率が低い。このため、ＴＦＴ６３のソース電極６３１・ドレイン
電極６３２と、選択信号線６２との間の寄生容量を低減することが可能である。
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【００８７】
　選択信号線６２とＴＦＴ６３との対応する組は、有機絶縁膜６５４等に形成されたホー
ルを通じて互いに接続されている。具体的には、有機絶縁膜６５４、保護膜６５２及びゲ
ート絶縁膜６３５には、底にＴＦＴ６３のゲート電極６３３に通じるホールが形成されて
おり、当該ホール内に形成されたビア導体６２３を介して選択信号線６２がＴＦＴ６３の
ゲート電極６３３に接続されている。また、ＴＦＴ６３の半導体層６３４は、ビア導体６
２３及びその近傍を避けるように配置されている。
【００８８】
　このように選択信号線６２とＴＦＴ６３とが平面視において重複することで、上記図６
に示される実施形態よりも更なる狭額縁化が達成される。
【００８９】
　図１７は、走査接続線６１の変形例を概略的に示す図である。本実施形態において、走
査接続線６１－１～６１－１５は、画像表示領域５の映像信号線Ｙと平行な方向で互いに
位置が異なる複数の選択回路６にそれぞれ接続されている。このため、走査信号駆動回路
２１１から各々の選択回路６まで至る各々の走査接続線６１－１～６１－１５の配線長は
互いに異なっている。このように配線長が異なると、各々の走査接続線６１－１～６１－
１５の抵抗の差が過大となって、画像表示領域５の走査信号駆動回路２１１に相対的に近
い部分と遠い部分とで表示特性が異なるおそれがある。
【００９０】
　そこで、本変形例では、走査信号駆動回路２１１から相対的に遠い走査信号線Ｘに接続
される走査接続線６１の幅を、走査信号駆動回路２１１に相対的に近い走査信号線Ｘに接
続される走査接続線６１の幅よりも大きくしている。これにより、走査接続線６１－１～
６１－１５の抵抗の差を低減して、表示特性の均質化を図ることが可能である。
【００９１】
　具体的には、走査接続線６１－１～６１－１５の幅を、接続対象となる選択回路６が走
査信号駆動回路２１１から離れるに従って徐々に太くしている。すなわち、走査信号駆動
回路２１１に最も近い選択回路６に接続される走査接続線６１－１から、走査信号駆動回
路２１１から最も遠い選択回路６に接続される走査接続線６１－１５へ番号が増加するに
従って、走査接続線６１－１～６１－１５の幅を徐々に太くしている。これに限らず、走
査接続線６１－１～６１－１５の幅を段階的に太くしてもよい。
【００９２】
　図１８は、逆電圧を印加する時期を説明するための図である。選択回路６に含まれるＴ
ＦＴ６３及び選択解除回路７に含まれるＴＦＴ７２には、例えばアモルファスシリコンが
用いられており、これらＴＦＴ６３，７２は、画素中のＴＦＴ５１（図３参照）と比較す
ると使用頻度がかなり高い。このため、液晶表示装置１の使用期間（画像表示領域５に画
像を表示させる表示期間）が累積するのに伴い、ＴＦＴ６３，７２中のアモルファスシリ
コンが劣化して、ＴＦＴ６３，７２のしきい電圧が徐々に増加するおそれがある。
【００９３】
　そこで、本変形例における走査信号駆動回路２１１（逆電圧印加回路の一例）は、画像
表示領域に画像を表示しない非表示期間中に、ＴＦＴ６３，７２のゲート電極に選択信号
とは逆の極性の電圧を印加する。すなわち、表示期間中にＴＦＴ６３，７２のゲート電極
に選択信号線６２を介して正のオン電圧が印加される場合、走査信号駆動回路２１１は、
非表示期間中にＴＦＴ６３，７２のゲート電極に負の電圧を印加する。これにより、ＴＦ
Ｔ６３，７２のしきい電圧の増加を抑制して、液晶表示装置１の長寿命化を図ることが可
能である。
【００９４】
　具体的には、逆電圧の印可は、非表示期間のうち表示期間の直前又は直後に行われる。
すなわち、表示期間の前後には、画像表示装置１の起動・停止のための起動シーケンスと
停止シーケンスとが実行されることから、起動シーケンス及び停止シーケンスの少なくと
も一方の期間を利用して逆電圧の印可が行われる。
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【００９５】
　例えば、逆電圧の印可は、全ての選択信号線６２に負の電圧（例えば－６Ｖ）を印可し
、全ての走査接続線６１に正の電圧（例えば１８Ｖ）を印可することで、ＴＦＴ６３のゲ
ート／ソース間に上記オン電圧よりも絶対値が大きい負の電圧（例えば－２４Ｖ）を印可
し、その状態を０．１～数秒程度継続することによって行われる。
【００９６】
　図１９は、本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置１のアレイ基板２上に形成された
回路の構成を示す図である。図２０は、図１９に示した選択回路６の回路図である。
【００９７】
　図１９及び図２０に示されるように、本実施形態に係る液晶表示装置１では、画像表示
領域５の映像信号線Ｙと平行な辺（図示の例では、左右の辺）の両方の側に、複数の選択
回路６が相互に対向するように配置されている。本実施形態では、上述した実施形態とは
異なり、選択回路６の各々のブロックには、複数の走査接続線６１が分岐して引き込まれ
ており、ＴＦＴ６３を介して走査信号線Ｘに接続されている。また、これらの走査接続線
６１に接続されるＴＦＴ６３は、複数の選択信号線６２の１つに共通して接続されている
。なお、本実施形態では、選択解除回路７は設けられない。
【００９８】
　本実施形態では、走査接続線６１は左右３０本ずつ設けられ、選択信号線６２は左右６
４本ずつ設けられている。また、選択回路６は、選択信号線６２と同数で、左右６４個ず
つ設けられている。走査接続線６１のＶＧＬ１～ＶＧＬ３０，ＶＧＲ１～ＶＧＲ３０の番
号は、パルス信号を伝送する順序を示している。選択信号線６２のＣＫＬ１～ＣＫＬ６４
，ＣＫＲ１～ＣＫＲ６４の番号は、選択信号を伝送する順序を示している。
【００９９】
　画像表示領域５の左側の辺に設けられた選択回路６について説明すると、走査接続線６
１のＶＧＬ１～ＶＧＬ３０は、上側から１番目の選択回路６に引き込まれて、選択信号線
６２のＣＫＬ１に接続されたＴＦＴ６３を介して走査信号線Ｘ１～Ｘ３０に接続されてい
る。また、走査接続線６１のＶＧＬ１～ＶＧＬ３０は、２番目の選択回路６にも引き込ま
れて、選択信号線６２のＣＫＬ２に接続されたＴＦＴ６３を介して走査信号線Ｘ４１～Ｘ
６０に接続されている。以下同様に、６４番目の選択回路６まで繰り返す。
【０１００】
　また、画像表示領域５の右側の辺に設けられた選択回路６についても同様であり、走査
接続線６１のＶＧＲ１～ＶＧＲ３０は、上側から１番目の選択回路６に引き込まれて、選
択信号線６２のＣＫＲ１に接続されたＴＦＴ６３を介して走査信号線Ｘ１～Ｘ３０に接続
されている。また、走査接続線６１のＶＧＲ１～ＶＧＲ３０は、２番目の選択回路６にも
引き込まれて、選択信号線６２のＣＫＲ２に接続されたＴＦＴ６３を介して走査信号線Ｘ
４１～Ｘ６０に接続されている。以下同様に、６４番目の選択回路６まで繰り返す。
【０１０１】
　図２１は、図１９及び図２０に示した走査接続線６１及び選択信号線６２に印加される
信号を示すタイムチャートである。同図では、左側に設けられた選択信号線６２（ＣＫＬ
１～ＣＫＬ６４）及び走査接続線６１（ＶＧＬ１～ＶＧＬ３０）が利用される場合につい
て図示するが、右側に設けられた選択信号線６２（ＣＫＲ１～ＣＫＲ６４）及び走査接続
線６１（ＶＧＲ１～ＶＧＲ３０）が利用される場合についても同様である。
【０１０２】
　走査信号駆動回路２１１は、選択信号線６２（ＣＫＬ１～ＣＫＬ６４）の１つにオン電
圧を印加する期間中に、走査接続線６１（ＶＧＬ１～ＶＧＬ３０）に対してパルス信号を
順番に出力する。
【０１０３】
　具体的には、走査信号駆動回路２１１は、上側から１番目の選択回路６に対応する選択
信号線６２のＣＫＬ１にオン電圧を印加する期間中に、走査接続線６１のＶＧＬ１～ＶＧ
Ｌ３０に対してパルス信号を順番に出力する。これにより、走査信号線Ｘ１～Ｘ３０にパ
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ルス信号が順番に入力される。また、走査信号駆動回路２１１は、２番目の選択回路６に
対応する選択信号線６２のＣＫＬ２にオン電圧を印加する期間中に、走査接続線６１のＶ
ＧＬ１～ＶＧＬ３０に対してパルス信号を順番に出力する。これにより、走査信号線Ｘ３
１～Ｘ６０にパルス信号が順番に入力される。以下同様に、６４番目の選択回路６まで繰
り返す。
【０１０４】
　ところで、アモルファスシリコンを含むＴＦＴのゲートに印加される電圧は一般に比較
的高く、本実施形態の液晶表示装置１においても、ＴＦＴ６３のゲートに印加される電圧
（例えば２８∨）は、走査信号線Ｘに入力されるパルス信号の電圧（例えば１６∨）より
も高い。このため、本実施形態のように選択信号線６２の１つにオン電圧を印加する期間
中に走査接続線６１に対してパルス信号を順番に出力することで、選択信号線６２に供給
する比較的高いオン電圧を伴う選択信号の周波数を、他の実施形態と比較して低減するこ
とが可能である。その結果、本実施形態の液晶表示装置１では、他の実施形態と比較して
消費電力を抑制することが可能である。
【０１０５】
　なお、１本の走査信号線Ｘが走査される１走査期間を１Ｈとするとき、走査接続線６１
のＶＧＬ１～ＶＧＬ３０に対して順番に出力されるパルス信号のパルス幅（期間）は２Ｈ
とされており、走査接続線６１にオン電圧が印加される期間は３１Ｈとされている。この
ように設定されている理由は、上記図１２及び図１３でも説明したように、走査信号線Ｘ
ｎに接続された画素中のＴＦＴ５１がオンとなるタイミングを、映像信号線Ｙを介して当
該ＴＦＴ５１に電圧ｄｎが印加されるタイミングよりも１Ｈ前にするためである。これに
より、画像表示領域５の高精細化に伴い、１走査期間（１Ｈ）が短くなったとしても、画
素充電時間を十分に確保することが可能である。
【０１０６】
　図１９及び図２０に戻り、本実施形態では、走査信号線Ｘの左端部には左側に設けられ
た走査接続線６１（ＶＧＬ１～ＶＧＬ３０）がＴＦＴ６３を介して接続されており、走査
信号線Ｘの右端部には右側に設けられた走査接続線６１（ＶＧＲ１～ＶＧＲ３０）がＴＦ
Ｔ６３を介して接続されており、左右どちらの側からもパルス信号の入力が可能となって
いる。このため、左右両側に設けられた選択回路６のうち、片方をパルス信号の入力に利
用して、他方を休止させるといった択一的な利用態様が可能である。
【０１０７】
　図２２は、そのような択一的な利用態様を説明するタイムチャートである。図中のＡは
駆動期間を表しており、Ｒは休止期間を表している。本実施形態では、左右両側に設けら
れた選択回路６のパルス信号の入力に利用される側が、一定期間Ｔごとに切り替えられて
いる。休止期間Ｒでは、休止対象の選択回路６に接続されている選択信号線６２に選択信
号が供給されない、すなわちオン電圧が印加されない。併せて、休止対象の選択回路６に
接続されている走査接続線６１にパルス信号が供給されなくてもよい。
【０１０８】
　また、図中のＣＳは逆電圧印加期間を表している。逆電圧印加期間ＣＳは、休止期間Ｒ
に相当する箇所（すなわち、相手方が駆動期間Ａである箇所）の一部に、休止期間Ｒの代
わりに設けられる。逆電圧印加期間の発生頻度は、例えば休止期間Ｒが１０００回当たり
に１回程度とされる。また、切り替え期間Ｔは、例えば０．１～数秒程度である。
【０１０９】
　逆電圧印加期間ＣＳでは、上記図１８でも説明したように、ＴＦＴ６３のゲート電極に
選択信号とは逆の極性の電圧が印加される。すなわち、駆動期間ＡにおいてＴＦＴ６３の
ゲート電極に選択信号線６２を介して正のオン電圧が印加される場合、走査信号駆動回路
２１１は、逆電圧印加期間ＣＳにＴＦＴ６３のゲート電極に負の電圧を印加する。これに
より、ＴＦＴ６３のしきい電圧の増加を抑制して、液晶表示装置１の長寿命化を図ること
が可能である。
【０１１０】
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　例えば、逆電圧印加期間ＣＳでは、対象となる全ての選択信号線６２に負の電圧（例え
ば－６Ｖ）が印可され、全ての走査接続線６１に正の電圧（例えば１８Ｖ）が印可される
ことで、ＴＦＴ６３のゲート／ソース間に上記オン電圧よりも絶対値が大きい負の電圧（
例えば－２４Ｖ）が印可される。
【０１１１】
　以上に、左右両側に設けられた選択回路６の択一的な利用態様について説明したが、こ
れに限らず、左右両側に設けられた選択回路６の両方をパルス信号の入力に利用してもよ
い。この場合、選択回路６に含まれるＴＦＴ６３の小型化が可能であるため、液晶表示装
置１の狭額縁化を期待できる。なお、選択回路６は左右片側のみに設けられてもよい。
【０１１２】
　図２３は、アレイ基板２上に形成された選択回路６の一部分及びその周辺部を概略的に
表す平面図である。図２４は、図２３のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線による部分断面図である。
図２５は、図２３のＸＸＶ－ＸＸＶ線による部分断面図である。本実施形態における選択
回路６の基本的な構成は、上記図６～図８に示した構成と同様である。
【０１１３】
　本実施形態では、アレイ基板２とゲート絶縁膜６３５の間に配置される下層金属膜（ス
タート信号線６２、ゲート電極６３３、走査信号線Ｘなど）と、ゲート絶縁膜６３５と保
護膜６５２の間に配置される上層金属膜（クロック信号線６１、ソース電極６３１、ドレ
イン電極６３２など）とは、保護膜６５２上に形成される接続導体６３９によって相互に
接続されている。接続導体６３９は、保護膜６５２とゲート絶縁膜６３５を貫通するホー
ルを通じて下層金属膜に接続されており、また、保護膜６５２を貫通するホールを通じて
上層金属膜に接続されている。接続導体６３９は、例えばＩＴＯ（酸化インジウムスズ）
からなる。
【０１１４】
　また、ゲート絶縁膜６３５と保護膜６５２の間に配置されるクロック信号線６１とソー
ス電極６３１とは、アレイ基板２とゲート絶縁膜６３５の間に配置される迂回配線６３８
と、その両端部に設けられる接続導体６３９と、を経由して相互に接続されている。
【０１１５】
　ところで、選択回路６、クロック信号線６１、スタート信号線６２及び選択回路６など
の、画像表示領域５の外側に配置される構成は、アレイ基板２の製造工程の中で画像表示
領域５の内側に配置される構成と一緒に形成される。例えば、選択回路６のＴＦＴ６３は
、画像表示領域５のＴＦＴ５１（図３を参照）と一緒に形成される。また、接続導体６３
９は、画像表示領域５の画素に設けられる画素電極又は共通電極と一緒に形成される。
【０１１６】
　このように、画素電極又は共通電極と一緒に形成され、保護膜６５２上に配置される接
続導体６３９によって下層金属膜と上層金属膜とを相互に接続することにより、アレイ基
板２の製造工程に新たに工程を追加することなく、接続導体６３９を形成することが可能
である。すなわち、ゲート絶縁膜６３５のみを通じて下層金属膜と上層金属膜とを相互に
接続しようとする場合、ゲート絶縁膜６３５を形成してから保護膜６５２を形成するまで
の間に、ゲート絶縁膜６３５にホールを形成する工程を追加する必要があるが、本実施形
態のように接続導体６３９を画素電極又は共通電極と一緒に形成することで、新たに工程
を追加する必要がない。
【０１１７】
　なお、以上説明した各実施形態において化体された具体的な構成は、本発明を説明する
上で例示されたものであり、本発明の技術的範囲をかかる具体的な構成に限定するもので
はない。当業者は、上記各実施形態において開示された内容を適宜変形乃至最適化するこ
とができ、例えば、各部材の配置位置、数、形状等は必要に応じ任意に変更してよい。
【符号の説明】
【０１１８】
　１　液晶表示装置、２　アレイ基板、３　カラーフィルタ基板、４　偏光フィルム、５
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　画像形成領域、６　選択回路、７　選択解除回路、８　液晶層、９　シール材、２１　
ドライバＩＣ、２２　接続端子、２３　機能膜、３１　機能膜、５１　ＴＦＴ、５２　画
素電極、５３　共通電極、６１　走査接続線、６２　選択信号線、６３　ＴＦＴ、７１　
選択解除信号線、７２　ＴＦＴ、２１１　走査信号駆動回路、２１２　映像信号駆動回路
、６３１　ソース電極、６３２　ドレイン電極、６３３　ゲート電極、６３４　半導体層
、６３５　ゲート絶縁膜。

 

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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动电路，多条扫描连接线设置在图像显示区域的至少一侧上并与视频信
号线平行，并且将扫描电路与扫描信号线，扫描连接线和扫描连接线连
接。 提供选择电路，该选择电路设置在扫描信号线之间，并根据选择信
号选择性地将多条扫描信号线之一短路到一条扫描连接线； 一种液晶显
示装置，包括：选择信号线，其连接到电路并且将选择信号传输到连接
电路。
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